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2012年県労連賃金確定闘争大綱妥結

臨任・非常勤・再任用職員を賃金抑制対象から除外させる！

持ち家手当は経過措置（2013年度4,500円、2014年度3,000円）現給保障2014年度末廃止

県労連は11月14日に最終交渉を設定し、５回の幹事団交渉と三役交渉の結果、15日午前8時29分、大綱妥結しました。（妥結内容の詳細へ）

賃金抑制
・抑制額：行政職（１）６級相当以下／４％

　　　　　　行政職（１）７級相当以上／６％

　　　　　　＋管理職手当受給者は管理職手当10％

・対象給与：給料表月額、地域手当、調整額

・期　　間：2013年4月～2015年3月まで2年間

・交渉経過：当初当局は、抑制対象を「全職員」とし「臨任・非常勤・再任用職員を含む」と提案してきました。これに対して県労連幹事団は猛烈に反発し、最終的に臨任・非常勤・再任用職員を対象から除外させることができました。

基本賃金

・較差解消：自宅に係る住居手当を500円減額

・実施時期：2013年1月から

・年間調整：2012年4月以降、自宅に係る住居手当受給者を対象に、受給した期間に応じて調整率0.12％／月、を乗じた額を1月給与で減額

現給保障

・廃止時期：2015年3月31日

・交渉経過：当初当局は、2013年3月31日の廃止を提案しましたが、賃金抑制中は維持させました。

自宅に係る住居手当

・廃止時期：2013年3月31日
・経過措置：2013年度4,500円／月
2014年度3,000円／月
・交渉経過：当初なかった経過措置を行わせました。
　妥結にあたっての最終交渉で労務統括官は、「緊急財政対策に対応して、給与抑制という非常に重いお願いをした。交渉の中で、県職員の『県民サービスを低下させたくない』という思い、強い使命感を感じた。緊急財政対策を進めるにあたって、県民への影響を最小限とするよう努力したい。税財源の構造的な課題については、これまで以上に国に働きかけていきたい。また、臨時的任用職員の雇用期間、初任給格付け、療養休暇の有給化については、来期の課題として十分認識した。」と発言し、大綱妥結を確認しました。

　また、自治労県職労が追及した「賃金と人員のダブルカット」について、当局は交渉の中で「削減目標ありきではない。仕事の見直しを徹底する。」と回答しました。今後基本要求交渉の中で、当局回答を検証し、必要な人員確保の取組みを進めます。
決着メモ

○　平成25年4月1日から平成27年3月31日までの間、再任用職員（管理職手当を受けるべき職を占めるものを除く。）、臨時的任用職員及び非常勤職員を除く職員の給料の額については、100分の４（行政職給料表(1)７級相当職以上にあっては、100分の６）に相当する額（その額に１円未満の端数の生じたときは、これを切り捨てた額）を減ずる措置を講ずるものとする。ただし、この措置は、手当（地域手当を除く）の額の算出の基礎となる給料の額については適用しないものとする。

○　自宅居住者に係る住居手当については、月額5,800円に改定し、平成25年1月1日から適用する措置を講ずる。

○　平成24年4月1日から本改定実施日前日までにおける公民較差相当分については、自宅居住者に係る住居手当受給者で平成25年1月に支給する給料で調整する措置を講ずる。

○　給与構造改革の一環として行った給料表の切り替えに伴う経過措置額については、平成27年3月31日をもって廃止するものとする。

○　自宅居住者に係る住居手当については、平成25年3月31日をもって廃止する。ただし、平成25年度については月額4,500円、平成26年度については月額3,000円を支給する経過措置を講ずる。

○　平成25年4月1日から平成26年3月31日までの間における地域手当の支給率については、10％とする措置を講ずる。

○　昇給・昇格制度の見直しについては、国の動向等を踏まえ、話し合っていくものとする。

○　退職手当の支給率の見直しについては、国の動向等を踏まえ、話し合っていくものとする。

○　給与制度全般の見直しについては、賃金専門小委員会で話し合っていくものとする。

○　旅費制度のあり方については、旅費小委員会で話し合っていくものとする。

○　職員の福利厚生に関する補助については、福利厚生小委員会報告を踏まえ、任命権者の実情に応じて県費補助の見直しを行うものとする。

○　メンタルヘルス対策については、復職支援に関し有効な対策を進めていくこととする。

○　いわゆるドナー休暇については、末梢血幹細胞移植のための末梢血幹細胞を提供する場合にも取得できるものとし、平成25年4月1日から適用する措置を講ずる。

○　高齢者部分休業及び修学部分休業の改正については、国の動向等を踏まえ、所要の措置を講じるものとする。

○　高齢期の雇用問題については、引き続き、話し合っていくものとする。

	課　題
	当局の当初提案（回答）
	妥　結　内　容

	基本賃金
	・月例給について、公民較差が△245円（0.06%）と僅差であることから、給料表の改定は見送る。

・月例給の公民較差を解消する手法として、持ち家手当を2013年1月から引き下げたい。

・較差を年間調整するため、2013年1月の給与で実施したい。
	・月例給の公民較差を解消する手法として、住居手当（持ち家）を2013年1月から500円引き下げ、5,800円とする。

・較差を年間調整するため、2013年1月の給与で実施する。

・調整率は0.12%とし、基本給から減額する。対象は、2012年4月から12月の支給日に受給していた期間を対象に、この期間に受給している者とする。

	現給保障
	・2014年3月で国は廃止を予定し、他県でも廃止の動きだ。緊急財政対策もあり、高齢層職員の賃金が民間を相当程度上回っていることから継続は難しい。

・2013年3月末で廃止したい。
	・2015年3月末で廃止



	給与減額

措置
	・緊急財政対策にもあるように、財源不足が見込まれることから、県有施設や補助金をゼロベースで見直す大胆な取組みをする。

・臨任・非常勤・再任用等職員も含めた全職員に協力をお願いしたい。

・2013年4月に実施したい。
	・実施期間：2013年度、2014年度の2年間

・減額率：行(1)6級相当以下の職員

＝給料月額、地域手当、調整額の4%

  　　　　行(1)7級相当以上の職員

＝給料月額、地域手当、調整額の6%

（さらに、管理職は、管理職手当の10％を減額）

・常勤職員を対象とする。

	持ち家手当
	・国が既に廃止していること、他の都道府県において廃止した団体が29団体にのぼっていること、人事委員会が廃止することが必要と勧告していること等から、2013年3月末で廃止したい。
	・2013年3月末で廃止

・ただし、経過措置として、持ち家手当受給者に支給

　　2013年度：月額4,500円

　　2014年度：月額3,000円

	給与全般
	・緊急財政対策実施にあたり、県民や市町村の理解を得るためには、手当も聖域を設けず見直しが必要である。
	・給与制度全般の見直しについては、賃金専門小委員会で話し合っていく。

	高齢層職員の昇給・昇格制度
	・55歳を超える職員（行（二）、医（一）は57歳を超える職員）は、標準の成績では昇給しないこととし、特に良好の場合は1号俸の昇給に抑制、昇格制度は国に準じて見直す。

・2013年1月から実施したい。
	・昇給・昇格制度の見直しについては、国の動向等を踏まえ、話し合っていく。

	退職手当
	・官民較差の解消を図るため、退職手当法の改正後、しかるべき場で説明し、国に遅れることなく実施したい。
	・退職手当の支給率の見直しについては、国の動向等を踏まえ、話し合っていく。

	旅費制度
	・制度の透明性と支給事務の簡素化をめざし、しかるべき場で話し合いたい。
	・旅費制度のあり方については、旅費小委員会で話し合っていく。

	福利厚生の

充実
	・これまでも一定の整理をしながら見直しをしてきたが、緊急財政対策で補助金や負担金をゼロベースで見直すことになった。

・必要性や内容の妥当性を廃止を含め、しかるべき場で検討したい。
	・職員の福利厚生に関する補助については、福利厚生小委員会報告を踏まえ、任命権者の実情に応じて県費補助の見直しを行う。

	メンタル

ヘルス対策
	・メンタルヘルス対策は重要であり、有効な対策を進めたい。
	・復職支援に関し、有効な対策を進めていく。

	休暇制度
	・ドナー休暇については、国と同様に対象を拡大したい。（末梢血幹細胞提供等）

・忌引休暇は国並みとし、配偶者は10日を7日に引き下げ、配偶者の叔父・叔母を対象外としたい。
	・ドナー休暇については、末梢血幹細胞移植のための末梢血幹細胞を提供する場合にも取得できるものとする。

2013年4月適用

・忌引休暇の取扱いについては、引き続き話し合っていく。

	臨任・非常勤職員の処遇改善
	・予算の制約や職場運営の影響を踏まえると、これ以上の対応は困難。

・臨任等には任期があり、1日の勤務時間も短いことから一定の制約があり、療養休暇の有給化は難しい。
	・来期の課題として十分認識した。

	高齢期における職員の雇用問題
	・地方公務員の雇用と年金の接続については、定年年齢の引上げを見送り、再任用で対応する国の基本方針を踏まえ検討が進められていると承知している。

・給与制度などの諸課題については、今後も話し合っていきたい。
	・高齢者の雇用問題については、引き続き話し合っていく。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































